
東北と総合建設業特集

2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震は、
東日本太平洋沿岸部の道路網に甚大な影響をもたらした。
特に津波による被害は著しく、橋梁の流失など、通行の障害となる数多くの被害が発生した。
一方、開通していた沿岸部の高速道路は、「命の道」として、
住民の避難や復旧のための緊急輸送道路としての機能を発揮した。
そして今、被災地復興のリーディングプロジェクトとして、
全長584kmに及ぶ復興道路・復興支援道路の整備が進められている。
新たな東北を創る、その礎となる道路整備の現場をレポートする。

三陸沿岸に「命の道」を描く

文：槌田波留基

復興道路

提供：国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所2016.3建設業界13 122016.3建設業界
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東北と総合建設業

東日本大震災
復興MAP

復 興 道 路 編

　

東
日
本
大
震
災
発
災
翌
日
の
三
月

十
二
日
未
明
、
東
北
各
地
で
国
土
交
通

省
と
建
設
業
界
が
総
力
を
挙
げ
た
「
く

し
の
歯
作
戦
」
が
始
ま
っ
た
。
東
北
地

方
内
陸
の
東
北
自
動
車
道
と
国
道
四
号

を
基
軸
と
し
て
、
被
災
の
大
き
い
太
平

洋
沿
岸
に
向
け
道
を
開
く
。
四
日
後
ま

で
に
福
島
第
一
原
発
の
避
難
区
域
を
除

東
北
再
生
の
原
動
力
と
な
る

復
興
道
路
の
整
備

3.11復興道路・復興支援道路情報サイト「復興道路・復興支援道路の概要」を基に作成。

く
一
五
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。
こ
の
啓

開
が
太
平
洋
沿
岸
に
人
と
モ
ノ
を
運
び
、

東
北
の
復
旧
・
復
興
の
糸
口
と
な
る
な

ど
、
東
北
を
縦
横
に
走
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ

た
。

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
山

田
哲
也
道
路
部
長
は
こ
う
語
る
。「
も

と
も
と
東
北
に
は
南
北
に
四
本
、
東
西

に
七
本
の
道
路
を
整
備
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
軸
を
構
成
す
る
と
い
う
計
画
が

あ
り
ま
し
た
。
東
北
は
山
脈
に
阻
ま
れ
、

主
要
都
市
間
の
距
離
が
大
き
い
と
い
う

地
勢
的
課
題
が
あ
る
。
拠
点
を
結
び
経

済
、
産
業
の
振
興
、
利
便
性
向
上
を
目

指
そ
う
と
す
る
考
え
方
が
以
前
か
ら
あ

っ
た
の
で
す
」。
し
か
し
、
東
北
の
基
幹

道
路
の
整
備
は
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
。
生

活
、
産
業
を
支
え
る
こ
と
が
道
の
使
命
、

意
義
だ
。
震
災
は
道
路
が
『
命
の
道
』

で
あ
る
こ
と
も
再
認
識
さ
せ
た
。
国
は
、

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
を
被
災
地

復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
づ
け
、
全
力
で
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

国土交通省
東北地方整備局道路部長

山田哲也
Tetsuya Yamada

路線名 計画延長 供用中 事業中 震災後新規

三陸沿岸道路 359km 156km 203km 148km

宮古盛岡横断道路 100km 8km 58km 48km
東北横断自動車道
釜石秋田線 80km 63km 17km 17km

東北中央自動車道 45km 0km 45km 23km

合計 584km 227km 323km 236km

復興道路・復興支援道路の総延長584km
震災後新規区間236km（40％）

※H27.12.5時点

福 島 県

宮 城 県

岩 手 県

事業中

供用中

調査中

事業中（H23補正新規）

事業中（H25新規）

4車線化計画区間

三陸沿岸道路359km
震災後新規区間148km

宮古盛岡横断道路（宮古〜盛岡）100km
震災後新規区間48km

東北横断自動車道
釜石秋田線
（釜石〜花巻）80km
震災後新規区間
17km

東北中央自動車道
（相馬〜福島）45km
震災後新規区間23km

昨年12月5日、釜石と花巻を東西に結ぶ東北横断自動車道の遠野〜宮守間の開通式が行われた。安倍晋三首相をはじめ160名
以上が出席。くす玉が割れると同時に大きな歓声が上がった（提供：国土交通省東北地方整備局）。
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東
北
の
復
興
計
画
は
矢
継
ぎ
早
に
策

定
さ
れ
、
道
路
に
つ
い
て
も
三
陸
沿
岸

道
路
及
び
太
平
洋
沿
岸
と
東
北
道
を
つ

な
ぐ
横
断
ル
ー
ト
を
整
備
し
、
概
ね

一
〇
年
で
全
線
の
開
通
を
目
指
す
な
ど

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
二
〇
一
一
年

十
一
月
に
新
た
に
一
八
区
間
が
事
業
化

さ
れ
た
。
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

の
総
延
長
は
五
八
四
㌔
㍍
。
二
〇
一
四

年
九
月
ま
で
に
全
区
間
に
お
い
て
工
事

着
手
済
み
で
、
約
四
〇
％
が
開
通
し
て

い
る
。

着
工
ま
で
の
時
間
を
大
幅
短
縮

 「
ス
ピ
ー
ド
感
」に
こ
だ
わ
る

事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入

東北と総合建設業

　

こ
の
一
〇
年
を
ど
う
捉
え
る
か
。
山

田
部
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
復
興

道
路
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
す
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
重
要

で
し
た
。
ま
た
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

平
時
に
は
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
、
有

事
に
は
住
民
の
命
を
守
る
と
い
う
二
つ

の
機
能
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
三
陸
沿
岸
道
路
整
備
に
導
入
さ

れ
た
の
が
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
と
六
つ
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

で
す
」。

　

六
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
強
靭
性
を
確

保
す
る
一
方
で
低
コ
ス
ト
の
実
現
な
ど

が
設
定
さ
れ
た
。
地
域
ご
と
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
と
も
密
接
に
連
動
す
る
。
事

業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
文
字
通
り
官
民
が

連
携
し
て
公
共
事
業
を
推
進
す
る
ス
キ

ー
ム
だ
。
復
興
道
路
整
備
で
は
、
測
量
、

設
計
に
始
ま
り
、
用
地
確
保
、
施
工
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
を
民
間
の
技
術
者
が
チ

ー
ム
を
構
成
し
、
各
業
務
を
同
時
並
行

で
展
開
す
る
。
通
常
、
事
業
計
画
か
ら

工
事
着
手
ま
で
早
く
て
も
四
年
を
要
す

る
工
程
を
、
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
導
入

し
た
区
間
で
は
約
一
年
か
ら
三
年
程
度

で
工
事
着
手
で
き
た
。
山
田
部
長
は
そ

の
効
果
を
こ
う
説
明
す
る
。「
各
分
野

の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

『
気
づ
き
』
や
助
言
を
出
し
合
い
、
問
題

が
発
生
す
る
前
に
手
を
打
つ
こ
と
が
で

き
る
。
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
復
興
を
推

進
す
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

地
元
協
議
で
は
視
覚
的
に
分
か
り
や

す
い
説
明
資
料
を
用
い
、
道
路
と
自
宅

の
位
置
関
係
な
ど
を
即
座
に
把
握
で
き

る
よ
う
工
夫
を
施
し
た
。
こ
う
し
た
小

さ
な
工
夫
も
、
時
間
が
か
か
る
用
地
協

議
を
円
滑
に
し
て
い
る
。
山
田
部
長
は

「
震
災
か
ら
五
年
が
経
過
し
、
今
は
復

興
を
『
体
感
』
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

現
場
見
学
会
や
地
元
商
業
施
設
な
ど
で

の
展
示
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
を
含
め
た
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
ま
す
」
と
説

明
す
る
。

　

事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
奏
功
し
、
開
通

見
通
し
も
全
体
の
約
七
割
ま
で
公
表
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
道
路
や

橋
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物
が
姿
を

見
せ
始
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
風
景
、

情
報
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
元
住
民
は

復
興
を
実
感
し
て
い
る
。「
希
望
」
が

「
カ
タ
チ
」
に
な
る
。
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ

と
地
域
の
理
解
、
協
力
が
復
興
道
路
の

整
備
を
支
え
て
い
る
。

 「
期
待
」か
ら「
体
感
」す
る

地
域
の
再
生

『命の道』三陸沿岸道路6つの設計コンセプト

事業促進PPPの仕組み

強靱性の確保（ルートは津波浸水区域を回避）1

低コストの実現2

復興まちづくりの支援3

拠点と連絡するIC等の弾力的配置4

避難機能の強化5

ICT（情報通信技術）による通行可能性把握6

PPPは、通常発注者が行う「地元、関係機関との調整」「委託業務の進行管理」「事業計画の進行管理」
を、民間技術者と発注者の両チームが協働して展開する事業促進スキームだ。

被災地の希望と
命をつなぐ復興道路

計画から着工、
そして一日も早い全線開通に向けて

地元
地元
…

関係機関
関係機関

…

建設
コンサル

施工会社
等

事
務
所
チ
ー
ム

PPP

民間技術者チーム
管理技術者

事業監理
専門家

調査設計
専門家

用地
専門家

施工監理専門家施工専門家

調整

調整

調整

三
陸
沿
岸
道
路

気
仙
沼
道
路

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

仙
台
河
川
国
道
事
務
所

提供：気仙沼市

提供：国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所 建設業界 162016.32016.317 建設業界



お
け
る
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
。

「
水
産
物
は
主
に
関
東
方
面
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。
こ
の
輸
送
時
間
を
大
幅
に
短

縮
で
き
る
。
気
仙
沼
の
漁
獲
高
は
震
災

前
の
八
割
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、
輸

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
基
軸

と
な
る
の
が
、
宮
城
〜
青
森
間
の
太
平

洋
側
三
五
九
㌔
㍍
を
縦
走
す
る
三
陸
沿

岸
道
路
だ
。
震
災
後
に
一
四
八
㌔
㍍
が

新
規
事
業
化
さ
れ
、
全
区
間
で
整
備
が

進
ん
で
い
る
。
被
災
地
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
だ
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
宮
城
県
内
区
間
を

送
効
率
が
向
上
す
れ
ば
水
産
業
の
再
興

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」。

さ
ら
に
、
東
西
の
横
断
道
路
、
い
わ
ゆ

る
横
軸
の
整
備
が
進
め
ば
、
主
要
都
市

か
ら
離
れ
た
観
光
地
を
結
ぶ
周
遊
ル
ー

ト
の
形
成
も
可
能
に
な
る
。
三
陸
沿
岸

道
路
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
と
宍
戸

課
長
は
説
明
す
る
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
う
ち
、
気
仙
沼
イ

ン
タ
ー
と
唐
桑
南
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
約

九
㌔
㍍
の
「
気
仙
沼
道
路
」
は
、
三
陸

沿
岸
道
路
の
象
徴
と
な
る
区
間
だ
。
山

中
を
貫
通
す
る
大
断
面
の
ト
ン
ネ
ル
を

は
じ
め
、
気
仙
沼
湾
を
横
断
す
る
橋
梁

も
建
設
す
る
。
さ
ら
に
、
気
仙
沼
港
イ

ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
水
産
加
工
工
場
を

集
約
す
る
赤
岩
港
水
産
加
工
団
地
を
造

成
中
で
、
東
京
方
面
へ
の
水
産
物
供
給

拠
点
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
「
東
北
道
は
冬
季
に
降
雪
で
通
行
止

め
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
沿

岸
部
は
雪
が
少
な
く
、
物
流
な
ど
に
お

け
る
定
時
性
の
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
こ
の
道
路
を
通
し
た
い
。

道
路
は
繋
が
っ
て
初
め
て
効
果
を
も
た

ら
す
イ
ン
フ
ラ
で
す
か
ら
」
と
宍
戸
課

長
は
抱
負
を
語
る
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
焦
点
に
な
る
の
は
や
は
り
ス
ピ
ー
ド

だ
。
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
歌

津
本
吉
工
区
と
気
仙
沼
唐
桑
工
区
の
二

工
区
で
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
導
入
し
て

い
る
。

　

気
仙
沼
道
路
は
五
カ
所
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
擁
し
、
区
間
内
に
橋
梁
が

八
橋
、
ト
ン
ネ
ル
は
設
計
中
も
含
め
三

本
が
建
設
さ
れ
る
。
橋
と
ト
ン
ネ
ル
だ

け
で
四
、〇
〇
〇
㍍
以
上
、
区
間
の
約

四
五
％
が
構
造
物
だ
。「
多
く
の
工
事

を
同
時
に
進
捗
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
復
興
事
業
に
は
従
来
の
感
覚
に

は
な
い
『
面
的
』
な
視
点
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ

Ｐ
を
活
用
し
、
官
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を

組
み
、
双
方
の
技
術
・
経
験
を
活
か
し

た
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
」
と
宍
戸
課
長
は
語

る
。
現
在
、
仙
台
河
川
国
道
事
務
所 

内
に
は
二
つ
の
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
チ
ー

ム
の
技
術
者
た
ち
合
わ
せ
て
三
二
名
が

常
駐
し
て
い
る
。
秘
守
を
堅
持
す
る
た

め
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
フ
ロ
ア
は

別
々
だ
。「
用
地
の
確
保
や
調
査
設
計
、

施
工
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
が
工
程
を
調
整
し
な
が
ら
一
つ

の
部
屋
で
稼
働
し
て
い
る
。
決
断
も
早

く
、
手
戻
り
も
少
な
い
。
そ
の
効
果
は

大
き
い
で
す
ね
」
と
宍
戸
課
長
は
事
業

促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
効
果
を
こ
う
話
し
て
く

れ
た
。

　

気
仙
沼
の
被
災
の
特
徴
は
「
津
波
火

災
」
だ
っ
た
と
宍
戸
課
長
は
話
す
。「
沿

岸
の
燃
料
タ
ン
ク
な
ど
が
津
波
に
よ
り

復
興
加
速
の
鍵
を
握
る

三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備

復
興
事
業
を

 「
面
的
」に
展
開

物
流
の
要
と
な
る

気
仙
沼
道
路

国土交通省東北地方整備局
仙台河川国道事務所設計課
課長

宍戸英雄
Hideo Shishido

復
興
の「
足
跡
」を

伝
え
た
い

所
掌
す
る
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
の
宍
戸
英
雄

設
計
課
長
は
、
そ
の
整
備
意
義
を
こ
う

語
る
。「
沿
線
に
は
山
が
迫
り
、
一
帯
の

物
流
、
人
流
は
国
道
四
五
号
に
頼
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
迂
回
路
も
少
な
い
。

例
え
ば
気
仙
沼
か
ら
石
巻
へ
の
急
病
人

搬
送
に
は
現
在
一
時
間
四
〇
分
か
か
り

ま
す
が
、
三
陸
沿
岸
道
路
が
開
通
す
れ

ば
約
一
時
間
で
搬
送
で
き
ま
す
」。
ま

た
、
東
北
の
経
済
を
支
え
る
水
産
業
に

事業促進PPPチーム
仙台河川国道事務所に常駐する歌津本吉工区の事業促進
PPPチーム。設計・施工・用地の各専門技術者がデスクを
並べ、一体となって復興道路建設を推進させている。 

三陸沿岸道路（気仙沼道路）の整備効果
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三沿道経由
（全線開通）

約3割短縮

（分）

気仙沼港気仙沼港
一関市一関市

関東方面関東方面

東
北
自
動
車
道

三
陸
沿
岸
道
路

現況
気仙沼港～東京市場間

約7時間

開通後
気仙沼港～東京市場間
約6時間20分

40分短縮

高次救急医療施設への速達性の確保効果2 気仙沼市の主要産業である水産業を支援効果3災害時における緊急搬送路の確保効果1

提供：気仙沼市資料：H22道路交通センサス

仙台河川国道事務所が管轄する三陸沿岸道路
陸前高田IC

長部IC（仮）

唐桑南IC（仮）

気仙沼北IC（仮）

大島IC（仮）

気仙沼港IC（仮）

気仙沼IC（仮）

大谷IC（仮）

本吉IC（仮）

卯名沢IC（仮）

歌津北IC（仮）

歌津IC（仮）

南三陸海岸IC（仮）

志津川IC（仮）

登米PA・IC（仮）

登米東和IC

登米IC

桃生津山IC

桃生豊里IC

河北IC

石巻女川IC

石巻河南IC

石巻港IC

矢本IC

鳴瀬奥松島IC

松島北IC

松島大郷IC

松島海岸IC

利府中IC

利府塩釜IC

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

陸前高田IC

気仙沼IC（仮）

石巻河南IC

仙台港北IC

＝気仙沼道路

唐桑北IC（仮）

市
街
に
流
出
、
引
火
し
て
大
火
災
に
な

り
ま
し
た
。
今
思
い
返
し
て
も
辛
い
光

景
で
す
」。
そ
の
街
が
復
興
に
向
け
て

動
い
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
伝
え
る
た

め
、
積
極
的
に
現
場
見
学
会
を
開
催
し

て
い
る
と
い
う
。「
見
学
会
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
子
供
た
ち
か
ら
は
早
期
完

成
を
望
む
声
と
同
時
に
、
将
来
は
建
設

業
関
係
や
行
政
の
土
木
部
門
に
就
き
た

い
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
る
。
嬉
し
い

で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
子
供
た

ち
は
震
災
を
未
来
に
伝
え
る
語
り
部
だ
。

そ
の
記
憶
の
中
に
復
興
の
道
筋
、
土
木

の
底
力
が
刻
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

唐桑南IC（仮）

宮 城 県

岩 手 県

※写真はイメージです

気仙沼市から石巻赤十字病院までの所要時間

東北と総合建設業

建設業界 182016.319 建設業界 2016.3



気仙沼地域の復興拠点となる気仙沼港を通過するため、湾港部に大規模な長大橋梁が計画されている。
気仙沼市の復興のシンボルともいえるこの橋梁の下部工工事は、
2018年度の竣工に向けて急ピッチで工事が進む。
一方、リアス式海岸に迫る海岸段丘部を宮城県と岩手県の県境に向かって北上する途中に、
大断面のトンネル工事が進んでいる。
気仙沼道路の構造物の中でも大規模な施工を行っている、橋梁とトンネルの現場を訪ねた。

命の道を支える
2つの現場

八戸方面

小々汐地区
下部工工事

松崎地区下部工工事

（大川）

気仙沼地区下部工工事

仙台方面 橋長 1,344.0m

海上部 680.0m

海面から橋桁までの高さ；32m

陸上部 664.0m 気
仙
沼
市
小
々
汐

気
仙
沼
市
松
崎
北
沢

P12P11

P3 P4 P8 P9 P10

DL= 0.00

A2A1

三陸沿岸道路
（仮称）

気仙沼第２号
トンネル工事

45

至仙台至仙台

至八戸至八戸
唐桑南IC（仮称）唐桑南IC（仮称）

気仙沼北IC（仮称）気仙沼北IC（仮称）

気仙沼IC（仮称）気仙沼IC（仮称）

大島IC（仮称）大島IC（仮称）
気仙沼市役所気仙沼市役所

海の市海の市

気仙沼港IC（仮称）気仙沼港IC（仮称）

気仙沼湾

国道45号
気仙沼湾横断橋
松崎地区下部工工事

国道45号
気仙沼湾横断橋
松崎地区下部工工事

（仮称）
気仙沼第2号
トンネル工事

（仮称）
気仙沼第2号
トンネル工事

三陸沿岸道路
国道45号
気仙沼湾横断橋
松崎地区下部工工事

提供：国土交通省東北地方整備局
　　　仙台河川国道事務所

提供：国土交通省東北地方整備局
　　　仙台河川国道事務所提供：東亜建設工業㈱
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気
仙
沼
第
二
号
ト
ン
ネ
ル
は
気
仙
沼

道
路
の
ほ
ぼ
北
端
の
峠
を
延
長
一
、

一
六
七
㍍
に
わ
た
っ
て
貫
通
す
る
。
北

側
は
唐
桑
南
イ
ン
タ
ー
の
オ
ン
ラ
ン
プ

と
接
続
す
る
。
そ
の
た
め
、
坑
口
は
上

下
線
に
加
速
車
線
を
加
え
た
三
車
線
と

な
り
、
そ
の
拡
幅
断
面
は
二
〇
〇
平
方

㍍
に
達
す
る
。

　

現
場
を
率
い
る
佐
藤
工
業
㈱
気
仙
沼

ト
ン
ネ
ル
作
業
所
の
葛
城
敏
英
現
場
代

理
人
が
現
場
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
く
れ
た
。「
施
工
場
所
は
急
峻

な
山
が
迫
っ
て
い
て
大
変
狭
い
。
現
場

に
入
っ
て
か
ら
半
年
間
は
作
業
ヤ
ー
ド

を
確
保
す
る
た
め
沢
を
埋
め
る
こ
と
が

仕
事
で
し
た
」。
確
か
に
坑
口
の
周
辺

は
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

地
形
的
な
制
約
が
大
き
い
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。

　

採
用
し
た
の
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
。
三

台
の
削
岩
機
を
搭
載
し
た
国
内
最
大
級

の
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
で
岩
肌
を
削
孔
し

爆
薬
を
装
薬
、
発
破
し
た
後
ア
ー
チ
状

の
鋼
製
支
保
工
を
施
す
。
さ
ら
に
、
内

部
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
吹
き
付
け
、

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
打
ち
込
ん
で
躯
体
を

安
定
さ
せ
る
。
葛
城
氏
は
こ
の
現
場
の

特
徴
を
こ
う
話
す
。「
一
帯
の
地
層
は

硬
質
な
砂
岩
と
脆
い
粘
板
岩
が
交
互
に

現
れ
る
。
掘
り
進
め
る
た
び
に
土
質
が

変
わ
る
難
し
い
工
事
で
す
。
こ
れ
を
見

極
め
最
適
な
掘
削
方
法
を
選
定
し
て
、

慎
重
か
つ
効
率
的
に
施
工
を
進
め
て
い

ま
す
」。

　

そ
ん
な
現
場
の
様
子
を
地
元
の
子
供

た
ち
も
現
場
見
学
会
で
体
感
し
て
い
る
。

二
回
目
の
現
場
見
学
会
で
は
小
学
生
た

ち
に
現
場
の
防
水
シ
ー
ト
を
使
っ
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
残
し
て
も
ら
っ
た
。

後
日
、「
将
来
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
る

た
び
に
今
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
は

ず
」
と
感
想
が
届
く
。
そ
の
期
待
に
応

え
る
た
め
安
全
、
技
術
、
品
質
を
東
北

の
地
に
残
す
と
葛
城
氏
は
闘
志
を
新
た

に
し
て
い
る
。

　

訪
れ
た
二
つ
の
現
場
は
東
日
本
高
速

道
路
㈱
の
精
鋭
か
ら
な
る
事
業
促
進
Ｐ

Ｐ
Ｐ
と
の
連
携
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
。

工
事
の
指
揮
を
と
る
池
田
氏
、
葛
城
氏

と
も
に
、
設
計
変
更
、
補
助
工
法
の
検

討
な
ど
に
お
い
て
そ
の
決
定
の
迅
速
さ

が
、
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献

し
て
い
る
と
口
を
揃
え
る
。

　

一
方
、
発
注
者
で
あ
る
国
土
交
通
省

の
山
田
部
長
は
、
人
材
不
足
の
状
況
下

で
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
の
エ
ー
ス
級
技
術
者

が
長
期
に
わ
た
り
現
地
に
常
駐
す
る
建

設
業
界
の
尽
力
は
、
感
謝
の
念
に
堪
え

な
い
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
新
し
い
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、
復
興
道
路

の
建
設
は
従
来
の
垣
根
を
越
え
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
前
に
進
ん
で
い
る
。

　

気
仙
沼
湾
横
断
橋
は
全
長
一
、

三
四
四
㍍
、
主
塔
の
高
さ
が
三
〇
階
建

の
ビ
ル
に
匹
敵
す
る
一
一
五
㍍
、
完
成

す
れ
ば
東
北
最
大
と
な
る
優
美
な
斜
張

橋
だ
。
気
仙
沼
湾
の
湾
口
を
跨
ぎ
、
気

仙
沼
港
イ
ン
タ
ー
と
大
島
イ
ン
タ
ー
を

結
ぶ
。
松
崎
地
区
下
部
工
工
事
で
指
揮

を
と
る
東
亜
・
不
動
テ
ト
ラ
Ｊ
Ｖ
の
池

田
純
現
場
代
理
人
（
東
亜
建
設
工
業

㈱
）
は
「
気
仙
沼
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
橋
で
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
は
日
々
、

早
く
完
成
形
が
見
た
い
と
夢
を
大
き
く

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
安
全
確
実
に
美
し

い
橋
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
現
場
は
一
丸

と
な
っ
て
施
工
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
、

意
気
込
み
を
み
せ
た
。

　

こ
の
架
橋
事
業
は
い
わ
ば
地
元
の
悲

願
と
も
言
え
る
橋
だ
。
現
場
見
学
会
は

毎
週
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
。「
皆
さ

ん
、
完
成
予
想
図
を
見
て
想
像
以
上
の

規
模
に
な
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

年
配
の
方
か
ら
は
、
生
き
て
い
る
う
ち

に
完
成
し
た
橋
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
期
待
感
の
大
き
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
」
と
池
田
氏
は
語
る
。

　

こ
の
下
部
工
工
事
で
は
、
橋
桁
を
架

け
る
計
七
基
の
橋
脚
と
橋
台
を
構
築
す

る
。
現
場
に
乗
り
込
ん
だ
の
は
昨
年
の

春
。
橋
脚
を
建
て
る
た
め
陸
側
の
山
を

切
り
開
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

現
在
、
現
場
で
は
、
井
桁
状
に
鋼
管

矢
板
を
打
設
す
る
基
礎
部
の
施
工
が

着
々
と
進
行
し
、
一
部
で
は
橋
脚
が
立

ち
上
が
り
始
め
て
い
る
。「
海
側
の
現

場
は
地
盤
が
か
な
り
硬
く
苦
労
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
杭
を
打
つ
こ
と
が
仕

事
で
は
な
く
『
橋
』
の
構
築
が
こ
の
現

場
の
使
命
。
津
波
に
負
け
な
い
確
か
な

橋
を
架
け
る
た
め
に
、
基
礎
工
事
で
は

高
精
度
の
杭
打
設
を
信
条
に
し
て
い
ま

す
」
と
池
田
氏
は
話
す
。
一
カ
所
で

五
〇
㍍
近
い
鋼
管
杭
を
五
八
本
打
つ
。

そ
の
精
度
は
定
め
ら
れ
た
基
準
を
上
回

る
一
㍍
で
二
㍉
㍍
と
自
ら
決
め
た
。

「
こ
の
精
度
が
全
う
で
き
な
か
っ
た
時

は
、
躊
躇
な
く
や
り
直
し
ま
す
。
先
々

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
れ
ば
そ
こ
で
工
事

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
妥
協
は
し
ま
せ

ん
」。
結
果
的
に
手
戻
り
が
少
な
く
な

り
、
追
加
コ
ス
ト
の
発
生
を
避
け
ら
れ

る
と
池
田
氏
は
説
明
す
る
。

　

こ
う
し
た
丁
寧
な
仕
事
に
は
、
か
か

わ
る
協
力
会
社
や
作
業
員
の
気
概
が
大

き
く
作
用
す
る
と
池
田
氏
は
考
え
て
い

る
。「
今
回
の
工
事
で
は
、
こ
の
横
断
橋

の
施
工
に
携
わ
り
た
い
と
率
先
し
て
手

を
上
げ
て
く
れ
た
、
主
と
し
て
東
北
の

方
々
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

中
に
は
自
ら
が
被
災
し
た
会
社
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
強
い
想
い
と
、
技
術
、
経

験
を
持
っ
て
現
場
に
臨
ん
で
い
ま
す
」。

作
業
員
の
「
や
る
気
」
が
、
こ
の
長
大

橋
建
設
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

架
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
き
始
め
た

地
元
の
期
待
に
、

徹
底
し
た
施
工
管
理
で
応
え
る

本
線
と
ラ
ン
プ
が

ト
ン
ネ
ル
内
で
合
流

激
変
す
る
地
層
に

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
挑
む

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
前
へ

橋脚を施工する基礎部分の地盤が強固なため、この岩盤を除去して砂
と入れ替える締め固め工法を実施している。JV職員は東北をはじめ全
国から参集した橋梁下部工工事の専門家だ。

工程の合間を縫って地元市民を
対象とした親子見学会を開催。
ドリルジャンボの操縦や発破の
体験を通して交流と理解を深め
た。記念品として用意したトン
ネルの「石」が好評だった（提供：
佐藤工業㈱）。
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